
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２層の層構成からなる であって、 が、不飽和エステル含量が１
５～４０重量％、メルトフローレート（ＭＦＲ）が１～５０ｇ／１０分のエチレン・不飽
和エステル共重合体（Ａ１）３５～９０重量部と、ＭＦＲが０．１～５ｇ／１０分のポリ
エチレン（Ａ２）６５～１０重量部が、（Ａ１）のＭＦＲと（Ａ２）のＭＦＲの比が５～
１２０の範囲であって平均不飽和エステル含量が１０～２５重量％となるように配合され
たエチレン共重合体組成物からなり、曇り度が７０％以上の層（Ａ）である 。
【請求項２】
　層（Ａ）が、曇り度が７５％以上の層である請求項１に記載の 。
【請求項３】
　少なくとも１層のオレフィン系重合体層を含有する請求項１又は２に記載の 。
【請求項４】
　３層からなる であって、 がエチレン共重合体組成物の層（Ａ）であり、中
間層がエチレン・不飽和カルボン酸共重合体のカリウムアイオノマーを含有する層（Ｂ）
であり、 がポリエチレン層（Ｃ）である請求項１～３のいずれかに記載の 。
【請求項５】
　３層からなる であって、 がエチレン共重合体組成物の層（Ａ）であり、中
間層がエチレン・不飽和エステル共重合体層（Ｄ）であり、 がポリエチレン層（Ｃ）
である請求項１～３のいずれかに記載の 。
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【請求項６】
　ブロー成形で得られたものである請求項 に記載の 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表面光沢が小さく、柔らかくてしなやかな感触を有する積層体に関する。とり
わけ意匠性に優れた外観を有する多層容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ポリエチレンとして、密度、結晶化度、分子量などが異なる多種多用なものが市場
に供給されており、安価で加工性に優れるところから、多方面で使用されている。例えば
低密度ポリエチレンあるいは中・高密度ポリエチレンは、強度、防湿性、耐溶剤性、耐薬
品性などに優れており、各種内容物を充填する中空容器分野で広く使用されている。これ
ら汎用ポリエチレンの中空容器は、表面が平滑で反射光沢があり、曲げ剛性が大きいため
硬い感触を有している。近年、商品価値を高め、消費者の購買意欲を惹くために、このよ
うな中空容器においても従来のものと異なり、表面反射光がなく、柔らかくてしなやかな
触感を有するものが求められるようになってきた。
【０００３】
柔らかい感触の中空容器を得るためには、汎用ポリエチレンの代りにポリエチレンとして
さらに密度及び結晶化度の低いものを使用したりあるいは不飽和エステル含量の高いエチ
レン・不飽和エステル共重合体を使用することが考えられるが、表面光沢を小さくするこ
とが難しく、また滑り性に乏しい感触の容器となるため、高級感を付与することはできな
かった。
【０００４】
汎用ポリエチレンはまた帯電しやすいため、粉体材料の容器として使用する場合に容器内
面に粉体が付着して見栄えが良くないという問題点も抱えている。この問題はポリエチレ
ンに帯電防止剤を配合することによって回避することは可能であるが、内容物によっては
帯電防止剤のブリードによる汚染が問題になることがあり、あるいは帯電防止効果の経時
的な低下が問題になることがあった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
そこで本発明の目的は、ポリエチレンのようなオレフィン系重合体が有する優れた特性を
生かしながら、曇り度が高く、柔らかくてしなやかな外観及び感触を有する意匠性に優れ
た積層体、とりわけ中空容器を提供することにある。本発明の他の目的は、上記優れた意
匠性を保持しつつ、帯電防止剤のブリードによる問題を回避した帯電防止性に優れた積層
体、とりわけ中空容器を提供することにある。
【０００６】
　すなわち本発明によれば、少なくとも２層の層構成からなる であって、 が
、不飽和エステル含量が１５～４０重量％、メルトフローレート（ＭＦＲ）が１～５０ｇ
／１０分のエチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）３５～９０重量部と、ＭＦＲが０
．１～５ｇ／１０分のポリエチレン（Ａ２）６５～１０重量部が、（Ａ１）のＭＦＲと（
Ａ２）のＭＦＲの比が５～１２０の範囲であって平均不飽和エステル含量が１０～２５重
量％となるように配合されたエチレン共重合体組成物からなり、曇り度が７０％以上の層
（Ａ）である に関する。
【０００７】
　上記 は、２層あるいは３層以上からなり、（Ａ）層以外にオレフィン系重合体
の層を少なくとも１層含んでいることが好ましく、とりわけオレフィン系重合体の層がポ
リエチレン層（Ｃ）であり、これが他の表層を形成していることが好ましい。また３層以
上の構成において、ポリエチレン層（Ｃ）が他の表層を形成すると共に、中間層のオレフ
ィン系重合体層として、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体のカリウムアイオノマーを
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含む層（Ｂ）、エチレン・不飽和エステル共重合体の層（Ｄ）あるいは（Ｃ）層とは異な
るポリエチレン層（Ｃ’）などであることができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　本発明の は、 層に、不飽和エステル含量が１５～４０重量％、ＭＦＲが１～
５０ｇ／１０分のエチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）３５～９０重量部と、ＭＦ
Ｒが０．１～５ｇ／１０分のポリエチレン（Ａ２）６５～１０重量部が、（Ａ１）のＭＦ
Ｒと（Ａ２）のＭＦＲの比が５～１２０の範囲であって平均不飽和エステル含量が１０～
２５重量％となるように配合されたエチレン共重合体組成物からなり、曇り度が７０％以
上、好ましくは７５％以上の層（Ａ）を使用するものである。このような層は表面光沢が
小さくて曇り度が高く、絹布状の外観及び感触を有するもので意匠性に優れるものである
。
【０００９】
上記エチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）における不飽和エステルとしては、酢酸
ビニル、プロピオン酸ビニルのようなビニルエステル、アクリル酸メチル、アクリル酸エ
チル、アクリル酸イソプロピル、アクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎブチル、アクリル
酸イソオクチル、アクリル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸
エチル、メタクリル酸イソブチルなどの不飽和カルボン酸エステルを挙げることができる
。とくに好適な不飽和エステルは、酢酸ビニルである。
【００１０】
共重合体（Ａ１）においては、不飽和エステル含量が１５～４０重量％、好ましくは２０
～３５重量％であり、また１９０℃、２１６０ｇ荷重におけるＭＦＲが１～５０ｇ／１０
分、好ましくは５～４０ｇ／１０分のものが使用される。共重合体（Ａ１）における不飽
和エステル含量やＭＦＲが上記範囲より低いものを使用すると、意匠性に優れた絹布状感
触の層を形成することが難しい。また共重合体（Ａ１）の不飽和エステル含量やＭＦＲが
上記範囲より高いものを使用すると、（Ａ）層の成形性、耐ブロッキング性などを損なう
ので好ましくない。
【００１１】
エチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）と混合して使用されるポリエチレン（Ａ２）
としては、エチレンの単独重合体あるいはエチレンと炭素数３以上のα―オレフィンの共
重合体である。また少量であれば、極性モノマーが共重合されたものであってもよい。こ
れらは高圧法や中・低圧法で製造される密度が８６０～９７０ｋｇ／ｍ３ 、好ましくは８
８０～９３０ｋｇ／ｍ３ の範囲のものであって、１９０℃、２１６０ｇ荷重におけるＭＦ
Ｒが０．１～５ｇ／１０分、好ましくは０．１５～３ｇ／１０分のものである。ポリエチ
レンとしてＭＦＲが上記範囲以外のものを使用する場合には、表面光沢が小さく、滑り性
に優れた組成物層を形成することは難しい。ポリエチレンとしてＭＦＲの異なる２種以上
を併用することができるが、この場合ポリエチレン全体のＭＦＲが上記範囲に入っていれ
ばよいが、少なくとも５０重量％以上、好ましくは７０重量％以上が、ＭＦＲ０．１５～
３ｇ／１０分の範囲のものを使用するのが好ましい。この範囲以外のものを使用する場合
には、滑り性、意匠性に優れた組成物層を形成することは難しい。
【００１２】
ポリエチレンが共重合体である場合の共重合成分である炭素数３以上のα―オレフィンと
しては、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、１－ド
デセン、４－メチルー１－ペンテンなどの炭素数４～１２程度のものを好適例として挙げ
ることができる。これらポリエチレンとしては種々のものが使用でき、例えばラジカル重
合触媒系、高活性チタン触媒成分と有機アルミニウム化合物からなる触媒系、フイリップ
ス触媒系、メタロセン触媒成分とアルミノオキサンからなる触媒系などの各触媒系で製造
されたものが使用できるが、とくに好ましいのはラジカル重合触媒系で製造される高圧法
ポリエチレンである。
【００１３】
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エチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）とポリエチレン（Ａ２）はまた、前者３５～
９０重量部、好ましくは５０～８０重量部に対し、後者６５～１０重量部、好ましくは５
０～２０重量部の割合（両者合計で１００重量部）であって、（Ａ１）と（Ａ２）のＭＦ
Ｒ比であるＭＦＲ（Ａ１）／ＭＦＲ（Ａ２）が５～１２０、好ましくは１０～１００、平
均不飽和エステル含量が１０～２５重量％、好ましくは１２～２２重量％となるように配
合される。ＭＦＲ比が上記範囲より小さい場合には曇り度が大きく、意匠性に優れた層を
形成することが難しく、また逆にＭＦＲ比が上記範囲より大きくなると、混合不足により
強度が低下し、またブロッキングを起こしやすくなるので好ましくない。また平均不飽和
エステル含量が上記範囲より少ないと、しなやかさが損なわれ、またその含量が多くなり
すぎると滑り性が悪くなるのでいずれも好ましくない。
【００１４】
　本発明の は２層又は３層以上の層構成からなり、 層に上記エチレン共重合体
組成物層（Ａ）を使用するものであるが、 を構成する他の層としては、任意の熱
可塑性重合体層、金属蒸着フイルム、無機酸化物蒸着フイルム、紙、金属箔、不織布など
であることができる。好ましい他の層は、（Ａ）層以外のオレフィン系重合体の層であり
、１層のみならず２以上の異なるオレフィン系重合体の層で構成させることができる。
【００１５】
オレフィン系重合体の層は、オレフィンの単独重合体、オレフィン同士の共重合体、オレ
フィンを主成分とするオレフィンと極性モノマーの共重合体、あるいはこれら単独重合体
又は共重合体を主成分とする組成物などからなる層である。上記オレフィンの単独重合体
及びオレフィン同士の共重合体としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ－４－メ
チル－１－ペンテンなどを挙げることができる。
【００１６】
上記ポリエチレンとして具体的には、上記（Ａ２）成分として例示した各種方法で製造さ
れるポリエチレンであって、密度が８９０～９７０ｋｇ／ｍ３ 、好ましくは９００～９６
０ｋｇ／ｍ３ 、ＭＦＲが０．１～１００ｇ／１０分、好ましくは０．２～５０ｇ／１０分
のものを好適例として挙げることができる。
【００１７】
上記ポリプロピレンとしては、プロピレンの単独重合体、プロピレンと他のα－オレフィ
ンとのランダム共重合体、プロピレンと他のα－オレフィンとのブロック共重合体などを
例示することができる。プロピレンとα－オレフィンのランダム共重合体あるいはブロッ
ク共重合体を使用する場合は、α－オレフィンとしては炭素数２～２０程度のもの、例え
ばエチレン、１－ブテン、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、４－メチル－１－
ペンテンなどの１種又は２種以上を使用することができる。これらポリプロピレンとして
は、２３０℃、２１６０ｇ荷重におけるＭＦＲが、０．１～１００ｇ／１０分、好ましく
は０．２～５０ｇ／１０分のものが好適に使用できる。
【００１８】
オレフィン系重合体層に使用することができるオレフィンと極性モノマーの共重合体の代
表的なものは、エチレンを主成分とするエチレンと極性モノマーの共重合体である。この
ようなエチレン・極性モノマー共重合体は、極性モノマー含量が１～４０重量％、好まし
くは５～３０重量％のものである。エチレン・極性モノマー共重合体の極性モノマーとし
ては、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニルのようなビニルエステル、アクリル酸メチル、ア
クリル酸エチル、アクリル酸イソプロピル、アクリル酸イソブチル、アクリル酸ｎブチル
、アクリル酸イソオクチル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸イソブチル、マレイン酸
ジメチル等の不飽和カルボン酸エステル、アクリル酸、メタクリル酸、フマル酸、イタコ
ン酸、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチル、無水マレイン酸、無水イタコン酸
等の不飽和カルボン酸、これら不飽和カルボン酸の塩、一酸化炭素、二酸化硫黄などの一
種又は二種以上などを例示することができる。
【００１９】
上記不飽和カルボン酸の塩としては、リチウム、ナトリウム、カリウムなどの１価金属、
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マグネシウム、カルシウム、亜鉛などの多価金属の塩などを挙げることができる。
【００２０】
エチレン・極性モノマー共重合体としてより具体的には、エチレン・アクリル酸共重合体
、エチレン・メタクリル酸共重合体のようなエチレン・不飽和カルボン酸共重合体又はそ
の金属塩（アイオノマー）、エチレン・酢酸ビニル共重合体のようなエチレン・ビニルエ
ステル共重合体、エチレン・アクリル酸メチル共重合体、エチレン・アクリル酸エチル共
重合体、エチレン・メタクリル酸メチル共重合体、エチレン・アクリル酸イソブチル共重
合体、エチレン・アクリル酸ｎブチル共重合体のようなエチレン・不飽和カルボン酸エス
テル共重合体、エチレン・アクリル酸イソブチル・メタクリル酸共重合体のようなエチレ
ン・不飽和カルボン酸エステル・不飽和カルボン酸共重合体又はその金属塩（アイオノマ
ー）、エチレン・酢酸ビニル・一酸化炭素共重合体、エチレン・アクリル酸ｎブチル・一
酸化炭素共重合体のようなエチレン・不飽和エステル・一酸化炭素共重合体などを代表例
として例示することができる。これらエチレン・極性モノマー共重合体の多くは、高温、
高圧下のラジカル共重合により得ることができる。
【００２１】
このようなエチレン・極性モノマー共重合体としては、成形加工性、機械的強度などを考
慮すると、ＭＦＲが０．１～１００ｇ／１０分、とくに０．２～５０ｇ／１０分のものを
使用するのが好ましい。
【００２２】
　本発明の は、外観及び感触の点から外層が上記共重合体組成物の層（Ａ）であ
ることが好ましい。また耐湿性、耐薬品性などを考慮すると、内層としては、結晶性のオ
レフィン系重合体、例えばポリエチレン層（Ｃ）で構成することが好ましい。またこのよ
うな構成において３層以上で構成する場合には、層間接着性を考慮すると、中間層として
表層を構成する重合体と親和性良好なオレフィン系重合体で構成させることができ、例え
ばエチレン・不飽和エステル共重合体層（Ｄ）や（Ｃ）層のポリエチレンと異なるポリエ
チレンの層（Ｃ’）で構成させてもよい。このような（Ｄ）層あるいは（Ｃ’）層は、一
層の柔軟性を付与するために、発泡倍率が２～５倍程度の発泡層となっていてもよい。
【００２３】
　上記３層以上の においてはまた、内層及び又は外層に非帯電性を付与するため
に、中間層としてエチレン・不飽和カルボン酸共重合体のカリウムアイオノマーを含有す
る層（Ｂ）を設けることができる。カリウムアイオノマーのベースポリマーとなるエチレ
ン・不飽和カルボン酸共重合体は、エチレンと不飽和カルボン酸，さらに任意に他の極性
モノマーを共重合して得られるものである。
【００２４】
ここに不飽和カルボン酸としては、アクリル酸、メタクリル酸、フマル酸、無水マレイン
酸、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチルなどを例示することができるが、とく
にアクリル酸またはメタクリル酸が好ましい。また共重合成分となりうる極性モノマーと
しては、酢酸ビニル、ピロピオン酸ビニルのようなビニルエステル、アクリル酸メチル，
アクリル酸エチル、アクリル酸イソプロピル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸イソブ
チル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸イソオクチル、メタクリル酸メチル、マレイ
ン酸ジメチル、マレイン酸ジエチルのような不飽和カルボン酸エステル、一酸化炭素など
であり，とくに不飽和カルボン酸エステルは好適な共重合成分である。
【００２５】
このようなエチレン・不飽和カルボン酸共重合体は、エチレンと不飽和カルボン酸、任意
に他の極性モノマーを、高温，高圧下でラジカル共重合することによって得ることができ
る。
【００２６】
カリウムアイオノマーとして、ベースポリマーとなるエチレン・不飽和カルボン酸共重合
体の酸含量が少なすぎたり、あるいは中和度が小さすぎるものを使用すると、積層体表層
に非帯電性を付与することが容易でない。このためベースポリマーのエチレン・不飽和カ
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ルボン酸共重合体における不飽和カルボン酸含量は、１０～３０重量％、とくに１３～２
５重量％の範囲が好ましく、またカリウムイオンによる中和度が６０％以上、とくに７０
％以上のものを使用するのが好ましい。しかしながら不飽和酸含量の異なる２種以上のエ
チレン・不飽和カルボン酸共重合体のカリウムアイオノマーを用いる場合には、平均不飽
和酸含量が１０～２５重量％、好ましくは１１～１７重量％である２種以上の共重合体で
あって、最高不飽和酸含量と最低不飽和酸含量のものの酸含量差が２～２０重量％、とく
に４～１８重量％異なるエチレン・不飽和カルボン酸共重合体のカリウムイオンによる中
和度が６０％以上、好ましくは７０％以上の混合アイオノマーを使用することが望ましい
。
【００２７】
カリウムアイオノマーのベースポリマーとなる上記のようなエチレン・不飽和カルボン酸
共重合体には、すでに述べたような極性モノマーが含まれていてもよく、例えば極性モノ
マー含量が４０重量％以下、好ましくは２０重量％以下の割合で共重合されたものを使用
することができる。
【００２８】
カリウムアイオノマーとしてはまた、加工性を考慮すると、１９０℃，２１６０ｇ荷重に
おけるＭＦＲが、０．１～１００ｇ／１０分、とくに０．２～５０ｇ／１０分のものを使
用するのが好ましい。
【００２９】
本発明の の上記カリウムアイオノマーを含有する中間層（Ｂ）は、カリウムアイ
オノマーのみで構成されていてもよいが、 の帯電防止性能を大きく損なわない範
囲において、他の熱可塑性樹脂を配合することができる。このような熱可塑性樹脂として
は、オレフィン系重合体としてすでに例示したものを使用することができる。これらの中
では、上記（Ａ）層や（Ｃ）層との層間接着性を考慮すると、ポリエチレンやエチレン・
不飽和エステル共重合体などから選択されるエチレン系重合体の使用が好ましい。このよ
うなエチレン系重合体としてはまた、必ずしもバージン品を使用する必要はなく、成形時
に発生するオフスペック品や耳などの成形屑をリサイクル使用してもよい。上記他の熱可
塑性樹脂の適当な配合量は、全体の５０重量％以下、とくに４０重量％以下となるような
割合とするのが好ましい。
【００３０】
カリウムアイオノマー層にはまた、非帯電性を向上させるためにアルコール性水酸基を２
個以上有するポリヒドロキシ化合物はを配合することもできる。具体的には各種分子量の
ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチレン・ポリオキシ
プロピレングリコールなどのポリオキシアルキレングリコール、グリセリン，ヘキサント
リオール、ペンタエリスリトール、ソルビトールのような多価アルコール及びこれらのエ
チレンオキシド付加物、多価アミンとアルキレンオキシドの付加物などを例示することが
できる。ポリヒドロキシ化合物の有効な配合割合は、カリウムアイオノマー層の機械的特
性を損なわない範囲、例えば１０重量％以下、好ましくは５重量％以下、とくに好ましく
は３重量％以下程度とするのが好ましい。
【００３１】
　本発明の の任意の層には、本発明の目的を損なわない範囲において、任意の添
加剤を配合することができる。このような添加剤として、酸化防止剤、熱安定剤、光安定
剤、紫外線吸収剤、顔料、染料、滑剤、ブロッキング防止剤、帯電防止剤、防黴剤、抗菌
剤、離型剤、無機充填剤、繊維強化材などを挙げることができる。
【００３２】
　本発明 空容器は、多層ダイレクトブロー成形や多層インジェクションブロー成形に
よって製造することができる。あるいは多層積層シートを製造しておき、これを真空成形
あるいは圧空成形することにより、所望形状の中空容器とすることができる。このような

の製造に先立ち、エチレン・不飽和エステル共重合体（Ａ１）及びポリエチレン
（Ａ２）を、単軸押出機、２軸押出機、バンバリーミキサー、ロール、ニーダーなどを用
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いて溶融混練し、両者の組成物を調製しておくことにより、品質安定性よく、曇り度（ヘ
イズ）が７０％以上、好ましくは７５％以上、一層好ましくは８０％以上であって、表面
光沢（グロス）が好ましくは１％以下の 層（Ａ）を有する を製造することがで
きる。
【００３３】
　本発明の 各層の厚みは、用途によっても異なるが、所望の曇り度及び感触を
付与するために、（Ａ）層の厚みは、５０～１５００μｍ、とくに１００～１０００μｍ
程度とすることが好ましく、またその他の各層厚みが１００～１５００μｍ、とくに２０
０～１０００μｍ程度とすることが好ましい。さらに 全体の厚みとしては２００
～５０００μｍ、とくに３００～３０００μｍとすることが好ましい。
【００３４】
【実施例】
以下、実施例により本発明をさらに詳細に説明する。尚、実施例及び比較例で用いた原料
及び得られた容器の評価方法は次のとおりである。
１．使用原料
（１）ＥＶＡ組成物：酢酸ビニル含量２８重量％、ＭＦＲ１５ｇ／１０分のエチレン・酢
酸ビニル共重合体６０重量部と密度９２２ｋｇ／ｍ３ 、ＭＦＲ０．２５ｇ／１０分の高圧
法低密度ポリエチレン４０重量部の溶融混合物。平均酢酸ビニル含量１６．８重量％、Ｍ
ＦＲ（ＥＶＡ）／ＭＦＲ（ＬＤＰＥ）＝６０
（２）ＥＶＡ：酢酸ビニル含量１７重量％、密度９４０ｋｇ／ｍ３ 、ＭＦＲ０．８ｇ／１
０分のエチレン・酢酸ビニル共重合体
（３）ＬＤＰＥ：密度９２３ｋｇ／ｍ３ 、ＭＦＲ１．６ｇ／１０分の高圧法低密度ポリエ
チレン
（４）ＨＤＰＥ：密度９５８ｋｇ／ｍ３ 、ＭＦＲ０．３６ｇ／１０分の低圧法ポリエチレ
ン
（５）Ｋ－ＩＯ組成物：メタクリル酸含量１７．５重量％のエチレン・メタクリル酸共重
合体とメタクリル酸含量５重量％、アクリル酸イソブチル含量１０重量％のエチレン・メ
タクリル酸・アクリル酸イソブチル共重合体の等重量混合物の中和度８０％、ＭＦＲ０．
３ｇ／１０分のカリウムアイオノマー
【００３５】
２．物性評価方法
（１）表面光沢（グロス）：ＪＩＳ　Ｚ７８４１準拠
（２）曇り度（ヘイズ）：ＪＩＳ　Ｋ６７１４準拠
（３）滑り性：感触評価
○：滑る　　　△：滑り難い　　×：滑らない
（４）電位：静電気測定機ＳＶ－５１１（日本スタテック（株）製）
（５）削り節付着：多層ボトル表面をサラシにて１０回擦った後、かつお削り節にボトル
を接近させ、その付着度合を観察
○：全く付着しない
△：多少付着する
×：直ちに付着する
【００３６】
［実施例１～３、比較例１～２］
多層ブロー成形機を用い、表１に示すような層構成で、各層厚みが０．５ｍｍ、内容積が
１００ｍｌの３層容器を製造した。この３層容器の評価結果を表１に併記する。
【００３７】
【表１】
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【００３８】
実施例１～３で得られた３層容器は、表面光沢が無く、柔らかくしなやかな感触を有する
絹布状外観の容器であった。また実施例４では、Ｋ－ＩＯ組成物を中間層としているので
、非帯電性の容器となった。一方、比較例１の容器は表面光沢があり、すべすべした容器
であったが、しなやかさが無く冷たい感触の容器であった。また比較例２の容器は、しな
やかさはあるが、非常に滑り難い容器であった。
【００３９】
【発明の効果】
本発明によれば、表面光沢が小さく、柔らかでしなやかな感触を有する積層体、とりわけ
中空容器を提供することができる。本発明によれば、前記特長を備え、さらに非帯電性に
優れた積層体、とりわけ中空容器を提供することができる。
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